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３－２ 「指導と評価の一体化を図った理科指導の在り方」研究事例集（化学Ⅰ）

化 学 Ⅰ

◇

１ 酸と塩基
２ 酸化還元反応
３ アルコールと関連化合物

◇

＊評価に当たっての評価規準を示す２種類の印を◎と○に設定する。

下記はその詳細である。

◎印の付いた評価規準：評価規準に照らして単元の総括の資料とする。

○印の付いた評価規準：評価規準に照らして適切な働きかけや指導の手だてを行うことを特に重視し

たもので、単元の総括の資料とはしない。

なお、表中の数字は「学習活動における具体の評価規準」の番号に対応している。
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１ 酸と塩基

１ 単元の目標
， 。酸と塩基の反応や中和の量的関係を理解させ 日常生活の現象と関連付けて考察させる

２ 単元の評価規準
関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解観察・実験の技能・表現

・酸・塩基や中和反 ・酸・塩基の観察， ・メスフラスコ，ビ ・酸・塩基の定義を

単 応に関心をもち，そ 実験を行い，共通性 ュレット，ホールピ 理解し，日常生活と

元 れらを日常生活と関 を見いだし，酸・塩 ペットなどの実験器 関連付けて酸・塩基

の 連させて意欲的に探 基の定義を理解し， 具の取り扱いができ 反応をとらえ，さら，

評 究しようとする。 日常生活と関連させ 中和滴定の技能を修 に中和滴定の量的関

価 ・身近な物質の て反応を考察する。 得し，未知の酸・塩 係を理解し，知識をpH
規 を測定する中で，酸 ・酸・塩基の強弱と 基の濃度を求める過 身に付けている。

準 性雨などの身近な現 の関係を観察， 程や結果を的確に表 ・ の測定実験なpH pH
象と酸・塩基反応を 実験などを行い，科 現する。 どを通して，指標と

関連付けて，意欲的 学的に考察する。 ・身近な物質の しての の便利さpH pH
に探究しようとする の測定方法を習得し 及び実用性を理解し。 ，

観察・実験の過程や ている。

結果を的確に表現す

る。
①酸・塩基について関 ②水素イオンの授受か ⑧水溶液の 測定の技 ④酸と塩基の強弱が電pH
心をもち，身の回りの ら酸・塩基の分類がで 能を習得し，過程や結 離度によって決まるこ学

ものと関連させて探究 きる 【机間指導】 果を的確に表現する。 とを理解する。習 。

しようとする。 ③金属との反応性の大 【行動観察】 【小テスト】活

【行動観察】 小と電離度を関連させ 【実験プリント】 ⑥水素イオン濃度と動

⑤水の電離や につ て酸の強弱を判断でき ⑭中和滴定に必要な測 の関係を理解し，に pH pH
いて関心をもち，身の る 【発問】 定器具の使い方や手順 変換することができお 。

回りのものと関連させ ⑦実験の結果から様々 を図示することができ る 【演習問題】け 。

て探究しようとする。 な水溶液のpHについて る。 ⑩中和反応では水と塩る

【行動観察】 総合的に考察し判断す 【ノート観察】 が生成することを理解具

⑬中和滴定方法に関心 ることができる。 ⑯中和滴定に必要な測 し，中和の量的関係に体

をもち，滴定実験に対 【実験プリント】 定器具の使い方を理解 ついての知識を身に付の

する関心を高めること し，実験の技能を習得 ける 【演習問題】評 ⑨酸・塩基の価数や水 。

ができる。 する。結果から導かれ ⑫滴定曲線の書き方と価 素イオン・水酸化物イ

【行動観察】 た考えを的確に表現で 指示薬の変色域，指示規 オンの物質量から中和

⑮身近な酸性物質の中 きる。 薬の選定について理解準 の量的関係を考えるこ

和滴定に関心をもち， 【机間指導】 する 【演習問題】とができる 【発問】。 。

積極的に探究しようと ⑪滴定曲線と指示薬の 【実験プリント】 ⑰中和滴定による未知

する。 変色域の関係から，滴 【自己評価表】 濃度の酸の定量を理解

【行動観察】 定に用いる指示薬を判 する。

断できる。 【発問】

【発問 【机間指導】 【実験プリント】】
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３ 指導と評価の計画（計９時間）
単元の評価規準との関連

関心・ 思考 観察・ 知識

時 学習内容 ねらい 意欲・ ・ 実験の ・ 評価方法等

間 態度 判断 技能・ 理解

表現

１ ・酸と塩基 ・酸と塩基について ◎① ○② ◎行動観察

の性質 二つの定義を知り、 ○机間指導

興味をもつ。

・酸と塩基 ・酸・塩基の価数を ○③ ◎④ ○発問

の価数 知るとともに，電離 ◎小テスト

２ ・酸と塩基 度が酸と塩基の強弱

の強さ を決めることを理解

する。

・水の電離 ・水素イオン濃度と ○⑤ ◎⑥ ○行動観察

３ ・ の関係を理解す ◎演習問題pH pH
る。

・指示薬と ・指示薬を利用して ◎⑦ ○⑧ ◎実験プリント

測定〈実 水溶液の を測定 ○行動観察，実pH pH
４ 験〉 し，指標としての 験プリントpH

について理解を深め

る。

・酸と塩基 ・中和反応では，水 ◎⑨ ○⑩ ◎発問

の中和 と塩が生成すること ○演習問題

５ ・中和滴定 を理解する。中和の

量的関係を考察し，

理解する。

・滴定曲線 ・滴定に用いる指示 ◎⑪ ○⑫ ◎発問，机間指

・中和点の 薬は滴定曲線と指示 導

６ 液性 薬の変色域から判断 ○演習問題

。することを理解する

・中和滴定 ・次時の中和滴定の ◎⑬ ○⑭ ◎行動観察

７ 実験方法の 目的と実験方法とを ○ノート観察

確認 確認する。

・中和滴定 ・身近な酸性物質に ○⑮ ◎⑯ ○行動観察

〈実験〉 含まる酸の物質量を ◎机間指導，実

８ 調べ，中和滴定実験 験プリント，自

の技能を習得する。 己評価表

・中和滴定 ・実験結果から酸性 ○⑰ ○発問，実験プ

９ 実験のまと 物質の未知濃度を求 リント

め める計算の確認をす

る。
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４ 授業展開案（具体の指導と評価）
化学Ⅰ 教科書化学Ⅰ・Ⅱの実験書科目 使用教材 /
２年２，３組（理系） 酸と塩基指導クラス 単元

酸と塩基の反応や中和の量的関係を理解させ，日常生活の現象と関連付けて考察させ単元の目標
る。

９時間 ９時間のうちの８時間目時間配当 本時の位置

中和滴定本時の主題

水酸化ナトリウム水溶液を用いた食酢中の酢酸の定量

⑯中和滴定に必要な測定器具の使い方を理解し，実験の技能を習得する。結果から導本時の目標

【実験の技能・表現】かれた考えを的確に表現できる。

⑮身近な酸性物質の中和滴定に関心をもち，積極的に探求しようとする。

【関心・意欲・態度】

。事前指導 中和の量的関係や指示薬の変色域など中和滴定の基本的概念は学習している

本 時 の 展 開

指導上の留意点過 学習項目 学習活動 評価の観点等教師の働きかけ

程

・本時の目標 ・本時の内容 ・実験の注意 ・水酸化ナト導

と内容を確認 について板書 点を実験プリ リウム水溶液入

する。 して説明する ントに記入す の取り扱い方５ 。

る。 を注意する。分

，展 ・食酢１０倍 ・実験器具の ・ 人がホール ⑯中和滴定に必要な ・机間指導し1
希釈液（試料 使用方法につ ピペットで食 測定器具の使い方を ホールピペッ開

溶液 を作る いて再度確認 酢をはかり取 理解し，実験の技能 トやメスフラ３５ ） 。

（各班） する。 り，メスフラ を習得する。 スコの使用方分

【 】 。スコを用いて 実験の技能・表現 法を指導する

試料溶液を作 ⑮身近な酸性物質で

る。 ある食酢の中和滴定

・濃度既知の ・ホールピペ に関心をもち，積極 ・ビュレット

水酸化ナトリ ットを用い１ 的に探究しようとす の扱い方を指

ウム水溶液を 人１回試料溶 る。 導する。

用いて中和滴 液を測り採り 関心・意欲・態度 ・中和終了時，【 】

定を行う （各 滴定を行う。 の水溶液の色。

。班） ・結果を記録 を確認させる

する。
・後片付け ・ガラス器具の ・溶液の廃棄や

洗浄方法につい ガラス器具の洗

て説明する。 浄を行う。

・本時のまとめ ・結果をまとめ ・試料溶液中の整 ， ⑯実験結果から導か

考察し，感想な 酢酸のモル濃度理 れた考えを的確に表

どを記入する。 の求め方がわか１０ 現できる。

・次時の予告 ・次時の予告を らない生徒には分 【 】実験の技能・表現
する。 助言をする。
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２ 酸化還元反応

１ 単元の目標
酸化還元反応を電子の移動反応として統一的に理解させる。

２ 単元の評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断 観察・実験の技能・表現 知識・理解

単 ・酸化還元反応に関心を ・酸化還元反応の定義と ・酸化還元反応の観察，実 ・電子の授受や酸化数の

元 もち，電子の授受という 酸化数の定義の有効性を 験を行い，その基本操作記 変化から酸化還元反応を

の 観点で意欲的にそれらを 理解し，観察，実験など 録の仕方を習得するととも 理解し，知識を身に付け

評 探求しようとする。 を行い，それらを基に事 に，その観察，実験の過程 ている。

価 ・電池，電気分解を酸化 物・現象の中に共通性を や結果から自らの考えを導 ・ファラデーの法則及び

規 還元反応と関連付けて意 見いだし，酸化還元反応 き出し，的確に表現する。 電気分解の電気量の量的

準 欲的に探求しようとす として論理的に考察し， ・電池や電気分解を酸化還 関係を理解し，知識を身

る。 科学的に判断する。 元反応としてとらえ 観察 につけている。， ，

・様々な電池，電気分解 実験の過程や結果から自ら

の事象の中に酸化還元反 の考えを導き出し，表現す

応としての規則性，共通 る。

性を見いだし，論理的に

考察し，科学的に判断す

る。

学 ①身のまわりの酸化還元 ②化学反応式中の電子の ⑦酸化還元滴定の実験よ ③・化学式を見て酸化数

習 反応に関心をもち，電子 授受を見ることにより広 り，基本操作，記録方法を を決めることができる。

活 の授受という観点でそれ 義の酸化，還元の定義に 習得するとともに，定量的 ・化学反応式中の各原子

動 らの反応を意欲的に探求 ついて考えることができ な関係を導き出し，的確に の酸化数を決め，酸化，

に しようとする。 る 【発問】 表現する。 還元の判断ができる。。

お 【生徒観察】 【実験レポート】 【発問 【問題演習】】

け ④化学反応式中の各原子 【生徒観察】

る ⑩イオン化傾向の差（酸 の酸化数を決め 酸化剤 ⑤主な酸化剤，還元剤の， ，

具 化還元反応）を利用した 還元剤の判断ができる。 ⑨金属元素のイオンと単体 半反応式から酸化還元反

体 エネルギー変換の方法と 【発問】 の反応（生徒実験）より経 応式をつくることができ

の して電池があることをダ 験的にイオン化列を導き出 る。

評 ニエル電池の構造を通し ⑥酸化還元反応式から定 せる。観察，実験の基本操 【机間指導】

価 て意欲的に探求しようと 量的な関係を導き出せる 作及び記録の仕方を習得し。

することができる。 【問題演習】 ている。 ⑪・鉛蓄電池，マンガン規

【生徒観察 【発問】 【実験レポート】 乾電池の構造を理解でき準 】

⑧実験結果よりイオン化 【生徒観察】 る。

⑫電気分解をしたときに 傾向と酸化還元反応につ ・その他の実用電池の構

発生，析出する物質は水 いての関係を考察できる 造，特徴を理解できる。。

溶液中にあるイオンの種 また，発展的に酸化還元 【ノート記述】

類と関連していることを 反応により電気エネルギ

酸化還元反応を通じて意 ーを得ているのが電池で

欲的に探求しようとす あることを考えることが

る。 できる。 ⑮電解工業の具体例を理

【生徒観察】 【発問 【実験レポート】 解できる。】

【ノート記述】
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⑬電気エネルギーによっ

て酸化還元反応を起こさ

せるのが電気分解である

ことを考察できる。

【発問 【問題演習】】

⑭陽極，陰極の半反応式

より発生，析出する物質

の量を定量的に考察でき

る （ファラデーの法則）。

【問題演習】

３ 指導と評価の計画

単元の評価規準との関連

時 学習内容 ねらい 関 心 思考 観 察 知識 評価方法等

間 ・ 意 ・ ・ 実 験 ・

欲・ 態 判断 の 技 能 理解

度 ・表現

・酸化と還元 ・酸素や水素の授受による ◎① ○② 【生徒観察】

酸化還元の定義から電子の 【発問】

１ 授受による広義の定義を発

展導入し理解させる。

・酸化還元と酸化数 ・物質中の原子やイオンの ◎③ 【発問】

・酸化剤と還元剤 酸化の程度を示す，酸化数 【問題演習】

２ の決め方を理解させる。

・酸化数の増減により酸化

か還元を決めることができ

るようにする。

・酸化還元反応式 ・酸化剤，還元剤の意味を ◎④ ○⑤ 【発問】

理解し，酸化還元反応式よ 【机間指導】

３ り，酸化剤，還元剤を決め

。ることができるようにする

・半反応式を利用して酸化

還元反応式をつくることが

できるようにする。

・酸化還元滴定（演 ・酸化還元反応式の係数比 ◎⑥ ○⑦ 【問題演習】

示実験） より，量的関係について理 【生徒観察】

４ 解させる。 【実験レポー

ト】

・金属のイオン化傾 ・金属元素のイオンと単体 ○⑧ ◎⑨ 【生徒観察】

向（生徒実験） の反応から，生徒実験を通 【発問】

５ し，金属のイオン化傾向に 【実験レポー

ついて理解させる。 ト】
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・電池の原理とダ ・ダニエル電池の原理を通 ◎⑩ 【生徒観察】

ニエル電池 し，酸化還元反応の化学エ 【発問】

６ ネルギーを電気エネルギー

に変える装置が電池である

ことを理解させる。

【 】・実用電池 ・乾電池や鉛蓄電池などの ○⑪ ノート記述

仕組みを理解させる。

，７ ・その他の実用電池の構造

特徴を理解させる。

・電気分解における ・電気分解は，電気エネル ◎⑫ ○⑬ 【生徒観察】

反応 ギーによって酸化還元反応 【問題演習】

８ を起こさせる操作であるこ 【発問】

とを理解させる。

・各種水溶液を電気分解し

たときに発生，析出する物

質について理解させる。

・電気分解の法則 ・陰極，陽極で変化する物 ◎⑭ 【問題演習】

質の量は流した電気量に比

（ ）９ 例する ファラデーの法則

ことを理解させる。

， 【 】10 ・電解工業 ・電解工業の具体例を示し ⑮○ ノート記述

理解させる。
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４ 授業展開案（具体の指導と評価）
化学Ⅰ 教科書／授業プリント科目 使用教材

２年８組（理数科） 金属のイオン化傾向指導クラス 単元

酸化還元反応を電子の移動反応として統一的に理解させる。単元の目標

１０時間 １０時間のうちの５時間目時間配当 本時の位置

金属単体とイオンの反応から経験的に金属のイオン化傾向について学ぶ。本時の主題

⑨金属元素のイオンと単体の反応（生徒実験）より経験的にイオン化列を導き出せ本時の目標

る。観察，実験の基本操作及び記録の仕方を習得している。

⑧実験結果よりイオン化傾向と酸化還元反応についての関係を考察できる。また，

発展的に酸化還元反応により電気エネルギーを得ているのが電池であることを考え

ることができる。

電子の授受，酸化数の増減より酸化，還元を判断できる。事前指導

本 時 の 展 開

過程 学習項目 学習活動 評価の観点等 指導上の留意点教師の働きかけ

本時の目標と 簡単 な 化学反応 酸 化数 を 決め， 前回までの授業を導

内容を確認す 式を 用 い，酸化 酸化された物質 しっかり理解でき入 ，

５ る。 還元 を 決めるこ 還 元さ れ た物質 ているか確認する。

とが で きるか確 を考えさせる。分

認を す るための

質問をする。

２種の金属間 あら か じめ準備 演 示実 験 の結果 金属単体とイオン 生徒 の 反応を見展

にイオンにな して お いた亜鉛 に つい て 考察す における反応を電 てう ま く説明で開

りやすさの違 板を硫酸銅 (Ⅱ ) る。 子の 授受 に よる酸 き な い よ う で あ40

いがあること 水溶 液 に浸した 化還元反応の考え れば こ ちらから分

を理解する。 溶液 内 の様子を を用いて説明でき ヒン ト を与え，

。 。見せる （対照実 る。 答えを誘導する

験も行う） 【思考・判断】

金属のイオン 実験 方 法の概略 金 属の イ オン化 ⑨時間内に安全， 実験 報 告を生徒

化列を実験に を説 明 し，観察 傾 向を 確 認する 確実に実験ができ にし て もらうこ

より経験的に 方法 に ついて指 生徒実験を行う る。 とを 伝 え，詳細。

学ぶ。 示を与える。 【観察・実験の技 に観 察 する心 構

能・表現】 えを持たせる。

観察 記 録の様子

。を机間指導する

生徒 に 実験結果 代 表者 は 観察結 ⑨的確に観察し， 必要 項 目が的 確

の報告をさせる 果を報告する。 正しく実験結果の に報 告 されて い。

報告ができる。 るか確認する。

【観察・実験の技

能・表現】

実験 結 果より金 実 験結 果 より金 ⑧実験結果から金 プリ ン ト内に あ

属の イ オンにな 属 のイ オ ンにな 属のイオン化傾向 る金 属 のイオ ン

りや す さの順を り やす さ の順を を判断できる 【思 化列 に ついて説。

問う。 考える。 考・判断】 明する。

実験結果のま 酸化 還 元反応に 電 子の 授 受と電 ⑧電子の授受と電 全員 で 協力し，整

とめと次回の おけ る 電子の授 流 の関 係 につい 流の関係について 後か た づけする理

授業の予告 受と 電 流の関係 て考える。 考察することがで よう促す。５

を説 明 し，次の きる。分

後かたづけ 授業 で 行う電池 【思考・判断】

に関 す る興味，

関心を与える。
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３ アルコールと関連化合物

１ 単元の目標
代表的な官能基の性質や反応性を理解する。

有機化合物相互の関連性を理解する。

２ 単元の評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断 観察・実験の技能・表 知識・理解
現

・官能基を含む有機化 ・官能基を含む有機化 ・官能基を含む有機化合 ・官能基を含む有機化単
合物の性質や反応に関 合物の性質や反応性が 物に関する観察，実験を 合物を，アルコールと元
する事物・現象に関心 その官能基に特徴付け 行い，その基本的操作お その誘導体などを通しの
をもち，その構造や性 られることを見いだし よび記録の仕方を習得す て理解し，有機化合物評 ，

質，反応性について意 論理的に考察する。 る。 相互の関連性について価
欲的に探究しようとす ・酸素を含む代表的な ・官能基を含む有機化合 の知識を身に付けてい規
る。 官能基について，反応 物に関する観察，実験の る。準

性と有機化合物相互の 過程や結果から自らの考 ・代表的な個々の官能
関連について，観察， えを導き出し，的確に表 基の性質に対する知識

実験などを行い考察す 現する。 を身に付けている。
る。 ・官能基を含む有機化

合物の性質や反応性に

ついて，日常生活に関

連付けて理解してい

る。

学 ①いろいろなアルコー ③アルコールの構造式 ②いろいろなアルコール ④アルコールの分類の

習 ルを，身の回りにある から，その性質，反応 を観察し，その性質と構 方法と，それに伴う性

活 物質と関連付けて意欲 性を考察する。 造との関連を導き出し， 質，反応性の違いを理

動 的に探究しようとす 【行動観察】 的確に表現する。 解している。

に る。 【行動観察】 【行動観察】

お 【行動観察】 【ワークシート】 【ノート観察】

け

る ⑤アルコールとエーテ ⑥異性体の関係にある ⑩アルコールとアルデヒ ⑧アルデヒドとケトン

具 ルの構造や性質，反応 アルコールとエーテル ドの実験を通して 観察 の構造と性質，反応性， ，

体 性について観察・演示 の性質や反応性が官能 実験の基本的操作及び記 と，それらのアルコー

の 実験などを通して意欲 基に特徴付けられてい 録の仕方を習得するとと ルとの関連を理解して

評 的に探究しようとす ることを，分子モデル もに，観察，実験結果を いる。

価 る。 の作成，実際の物質の もとに自らの考えをまと 【小テスト】

規 【行動観察】 観察，演示実験の結果 め，的確に表現する。

準 を通して考察する。 【実験レポート】

【行動観察】

【ノート観察】

⑨アルコールとアルデ ⑦異性体の関係にある ⑭エステルを合成，けん ⑫カルボン酸とエステ

ヒドの実験を行い，そ アルデヒドとケトンの 化する操作を習得すると ルの構造と性質，反応

の構造や性質，反応性 性質や反応性が官能基 ともに，観察，実験の過 性および両者の関連性
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について意欲的に探究 に特徴づけられている 程や結果から自らの考え を理解している。

しようとする。 とを，演示実験などか を導き出し，的確に表現 【行動観察】

【行動観察】 ら判断できる。 する。 【ノート観察】

【実験レポート】 【行動観察】 【行動観察】

⑬エステルに関心を持 ⑪乳酸には光学異性体 【実験レポート】 ⑯油脂の構造と性質，

ち，その性質や合成方 が存在することから， 反応性を理解してい

法，反応性について， 光学異性体が存在する る。

意欲的に探究しようと 分子の特徴を見いだす 【行動観察】。

する。 【行動観察】

【行動観察】 ⑮セッケン，合成洗剤

⑰アルコールとその関 の洗浄のしくみをその ⑱アルコールとその関

連化合物の日常生活と 構造から，考察する。 連化合物の相互の関連

の関わりを，意欲的に 【行動観察】 性を理解している。

探究しようとする。 【ノート観察】 【ワークシート】

【行動観察】

【ワークシート】
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３ 指導と評価の計画

単元の評価規準との関連

時 学習内容 ねらい 関心・ 思考 知識 評価方法等観察・実

間 意欲・ ・ ・験の技能

態度 判断 理解・表現

１ アルコール ・アルコールの分類方法と ○① ○行動観察

とエーテル それに伴う性質，反応性の ◎② ◎行動観察，

違いを理解する。またこれ ワークシート

らが身近なところで利用さ

２ れていることを知り理解を ○③ ○行動観察

深める。 ◎④ ◎行動観察，

・アルコール，エーテルの ノート観察

３ 性質や反応性の違いを官能 ○⑤ ○行動観察

,基と関連づけ理解する。 ◎⑥ ◎行動観察

ノート観察

アルデヒド ・アルデヒドとケトンの性 ○⑦ ○行動観察

とケトン 質や反応性の違いを官能基 ◎⑧ ◎小テスト４
と関連づけて理解する。ま

たアルコールと関連づけて

考える。

（実験）ア ・アルコール，アルデヒド ◎⑨ ◎行動観察，

ルコールと の性質および両者の関連性 実験レポート５
アルデヒド について実験し，理解を深 ○実験レポート

める。 ○⑩

カルボン酸と ・カルボン酸とエステルの ○⑪ ○行動観察

エステル 性質や反応性の違いを官能 ◎⑫ ◎行動観察，６
基と関連付けて理解する。 ノート観察

(実験） エステルを合成，けん化す ○⑬ ○行動観察

エステルの る操作を習得するととも ◎⑭ ◎行動観察，７
合成とけん に，観察，実験の過程や結 実験レポート

化 果から自らの考えをまと

め，表現する。

油脂とセッ ・油脂の構造・性質と，そ ◎⑮ ◎行動観察，

ケン のけん化からつくられるセ ノート観察８
ッケンの洗浄のしくみにつ ○⑯ ○行動観察

いて考察し理解する。

まとめ ・有機化合物相互の関連性 ◎⑰ ◎行動観察，

を中心にまとめを行い，単 ワークシート９
元全体の理解を深める。有 ○ワークシート

機化合物の日常生活との関 ○⑱

わりを確認する。



- 47 -

４ 授業展開案（具体の指導と評価）
化学Ⅰ 教科書／実験プリント科目 使用教材

２年普通科 アルコールと関連化合物指導クラス 単元

代表的な官能基の性質や反応性を理解する。単元の目標

有機化合物相互の関連性を理解する。

９時間 ９時間のうちの７時間目時間配当 本時の位置

（実験）エステルの合成とけん化本時の主題

⑬エステルに関心をもち，その性質や合成方法，反応性について，意欲的本時の目標

に探究しようとする 【関心・意欲・態度】。

⑭エステルを合成，けん化する操作を習得するとともに，観察，実験の過

程や結果から自らの考えを導き出し，的確に表現する 【観察・実験の技。

能・表現】

事前指導 アルコール，カルボン酸，エステルの概念については，すでに学習してい

る。

本 時 の 展 開

過程 学習項目 学習活動 評価の観点等 指導上の留意点教師の働きかけ

導 本 時 の 目 標 ・板書を用いて ・本時の目標を

入 の確認 説明する。 確認する。

５

濃 硫 酸 の 脱 ・濃硫酸と砂糖 ・エステル合成 ・濃硫酸の役割分

水作用 との反応の演示 時の濃硫酸の役 と，薬品の取り

実験を行う。 割を学ぶ。 扱いについての

注 意 を 喚 起 す

る。

エ ス テ ル の ・酢酸とエタノ ・エタノールに ⑬エステルの合成 ・氷酢酸の取り展

合成 ールから酢酸エ 氷酢酸を加えた に関心をもち，実 扱 い に 注 意 す開

チルを合成する 後，水で冷やし 験操作や，観察に る。35

に分 方 法 を 説 明 す ながら濃硫酸を 意欲的に取り組ん ・反応前後の

る。 加える。その後 でいる。 に注目させおい

温 水 中 で 温 め 【関心・意欲・態 る。

る。これに，水 度】 ・エステルが水

を加え酢酸エチ に溶けないこと

ルを分離し，に ⑭エステルの合成 に注目させる。

おいと色などを の操作を習得して

観察し，記録す いる。また観察結

る。 果を的確に記入し

・対照実験とし ている。 ・濃硫酸の役割

て濃硫酸を入れ 【観察・実験の技 に気づかせる。

な い も の を 行 能・表現】

い，違いを記録

する。

・サリチル酸と ・上記と同様に ・サリチル酸メ

メタノールから サリチル酸メチ チルが湿布薬の

サリチル酸メチ ルを合成し，観 においであるこ

ルを合成する方 察，記録する。 と に 気 づ か せ

法を説明する。 ただし生成した る。

液に｢水｣を加え

る代わりに，液

を ｢飽和炭酸ナ

ト リ ウ ム 水 溶

液｣に注ぐ。
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エ ス テ ル の ・酢酸エチルの ・酢酸エチルに ⑬酢酸エチルのけ ・振り混ぜるこ

けん化 けん化の方法な 水酸化ナトリウ ん化に関心をもち とによって反応

どを説明する。 ム 水 溶 液 を 加 実験操作や観察に が進み，二層だ

え 振 り 混 ぜ 観 意欲的に取り組ん ったものが一層,
察する。 でいる。 になることに注

【関心・意欲・態 目させる。

その後希硫酸を 度】 ・酢酸のにおい

加え，においを を確認させる。

調べる。

まとめ ・自らの考えを ・ 結 果 を も と ⑭観察，実験の過 ・生徒に発表さ整

まとめさせる。 に，実験プリン 程や結果から自ら せ，本時のまと理

トの指示に従っ の 考 え を 導 き 出 めをする。10

て自らの考えを し，的確に表現で分

まとめる。 きる 【観察・実。

験の技能・表現】


